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THE ROTARY CLUB OF PORT NAGOYA 

Weekly Report    

名 古 屋 み な と 

SERVE TO CHANGE LIVES.  奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために   R.I．会長 シェカール・メータ 

                                 

2021～2022

９9 

 

承 認 1966年 5月 12日 例会日 金曜日 12：30 

例会場 名古屋マリオットアソシアホテル 

事務局 TEL 052-221-7020 FAX 052-221-7023 

 E-Mail office@portnagoya-rc.com  

 URL http//www.portnagoya-rc.com 

会 長 栢森 雅勝   幹 事 岡田 雅 

広報・雑誌・会報委員長 長瀬 廣幸 

 

第 262１回例会 №18 

2022 年(令和 4 年 3 月 11 日(金) 晴 

名古屋みなとロータリーソング 

「セイリング」 

出席報告 

会員 57 名中 出席 42 名 出席率 73.68％  

○スピーカー 

何でもやってみる同好会会長   橋本 美穂さん 

 

 

 

 

会長挨拶         会長 栢森 雅勝君 

生物と進化 

 

ダーウィンの進化論 

ダーウィンの進化論というと 

『強い者が生き残るのでは 

ない、適応した者が生き残る』 

という適者生存が有名です 

が、実はダーウィンの進化論 

の生まれた時代は、生物は神 

が作ったものか、発生してきたものかという議論がさ

れていた時代です。 

“鶏が先か卵が先か”と言い換えれば、“鳥が先”説は神 

が生物を作った派で、“卵が先説“は変化が先に起こっ 

た派と。 

※ちなみにダーウィン自身は、適者生存という言葉は 

使っていない 

ダーウィンの主張は、進化論では、二つの意味で画期 

的でした。 

① 生物は変化する 

② 自然淘汰によって変化は定着し、生物種の変化と

なる。 

 

生物の基本 

現代の生物学の基本は、遺伝子です。 

生物学では、長い間生物の基本を探してきました。 

外形的な特徴から始まり、全ての生物に共通する細胞 

を発見し、そして細胞の中に存在する糸に到達しま 

す。細胞分裂に関わる糸が発見されたのは、1870 年 

代です。 

そして、1944 年にやっと糸(遺伝子)を作っている物 

質を特定できます。 

その後 1953 年に DNA の構造が解明され、遺伝子が 

生物の遺伝を伝える物質であり、ヌクレオチド塩基と 

呼ばれる A,T,G,C の 4 種類で構成されていることが判 

明します。 

遺伝の基本として捉えられている遺伝子は、たった 

60 年前に発見されたのです。 

 

遺伝子とは 

遺伝子とは、たった 4 種類の ATCG の塩基の集まりで 

す。しかし、A は T と、G は C とのみ結合するので、 

遺伝子が対となっているときには壊れにくく、また分 

かれることでコピーを伝えることが出来ます。 

ATCG によって表現される遺伝子は、3 文字で一組の 

単語として、タンパク質の特定のアミノ酸パーツに対 

応しています。 

ちなみに変化をもたらすコピーミスは、人の遺伝子 

30 億のうち、平均して 3 個だそうです。 

 

タンパク質の働き＝生命活動 

DNA が生物の基本的な物質であっても、DNA は塩基 

列に過ぎません。生命活動を実現しているのは、DNA 

によって作り出されたタンパク質です。 

タンパク質が様々な化学反応を引き起こし、変化させ 

、促進したり抑制したりしています。 

その活動は無秩序に起こっているわけではなく、タン 

パク質が活動するために環境を整える必要もあります 

。それらが１つの区画に収まり、秩序をなしています 

。それは細胞です。だから細胞は生命活動の基本単位 

と言えます。 

※ウィルスは生物か？ 

 病気の原因となるウィルスは、自ら生命活動を行わ 

mailto:office@portnagoya-rc.com
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ニコ BOX 

(来週はパートナーズナイトを行います。皆様、 

楽しみにしてください)        栢森会長 

(シンデレラの橋本さん、本日同好会の卓話よろ 

しくお願いします)          岡田幹事 

(河野君、先日は知人の手術でお世話になり有難 

うございました)            鈴木君 

(本日名古屋競馬ドンコでラストレースです。お 

時間ございましたら、是非馬券買いに行ってくだ 

さい)              山田(章)君 

(本日、何でもやってみる同好会のご紹介をさせ 

て頂きます。よろしくお願いいたします)  

                橋本(美)さん 
                         

本日合計     15,000 円 

        累  計    871,000 円 

① 来る 3 月１８日のパートナーズナイトの件、本日 

締め切りですが、まだお席がありますので皆さまのご 

参加お待ちしております。 

② ５月２１日からの県外例会の件、事務局からご連 

絡がいってると思いますが、今年度の会長方針により 

たくさんの皆様と親睦を深めたいとの事。できるだけ 

ご要望にお応えしたいと存じますので、皆様のご参加 

よろしくお願いします。 

③ 先週寺本君よりお知らせがありましたが、和合 

RC と東山 RC の周年事業である八神純子コンサート 

の件ですが、今回ウクライナ支援も兼ねてるそうで 

す。たくさんの方に参加していただきたいと、再度お 

願いがありました。 

④ ウクライナの義援金ですが、事務局でも受付けて 

おりますので、皆様からの暖かいご支援お願いしま 

す。 

幹事報告                  岡田 雅君 

ず、他の生きた細胞に侵入し、ウィルスを増殖させて 

、細胞を破壊して拡散していきます。DNA や RNA な 

どの遺伝子情報を持ち、増殖していくウィルスですが 

、生物であるかどうかは議論のネタです。 

情報：生物と細胞の違い 

生物は細胞の集まりであるが、それぞれの細胞が無秩 

序に活動しているわけではない。単体ではなく、全体 

として秩序のある活動が、生物の活動である。 

だから個々の細胞が全体のために活動するためには、 

環境を常に評価し、その情報を利用して状態を制御し 

ている。それが全体から細胞レベルにまで及んでい 

る、そういう制御をもたらすものを情報システムと呼 

ぶ。体内で情報システムに関わるものには、血液やリ 

ンパなどの体液、電気信号を伝える神経系、受容器な 

ど数多く存在する。人が体温や血糖値を一定に保つよ 

うに出来ているのは、細胞の中で恒常性を保つメカニ 

ズムが機能しているからで、恒常性(ホメオスシタシ 

ス)は、生存状態を維持するために働き続けるプロセ 

スである。 

 

情報という視点で生物を見ると、細胞が持つ機能を知 

ることだけではなく、どういう状態でその機能が活性 

化するのか、そして他の機能との関連性について知る 

ことにつながる。だから情報も生物の基本的な要因で 

あると理解されるようになってきた。 

進化のきっかけ 

進化がどうやって起こるのか？ ということには様々 

な説がある。 

 

生物が遺伝子によって親から子へ伝わることから。 

・遺伝子に起きた変化に注目する説 

・種の交雑などによって、遺伝子の変化が混じる説 

・ウィルスなどによって、異なる種の遺伝子情報が混 

じる説 

タンパク質に起因する変化 

・環境の変化によってタンパク質のスイッチや振る舞 

いが変化し、それが後世に影響を与える説（飢餓や栄 

養過多による変化や相変異など） 

 

情報による変化 

・自然淘汰のような生存に関わるものではないが、同

種から好まれやすい などによる選択的な行動による 

変化 

参考図書 

・生命とは何か？ ポールナース著 ダイヤモンド社 

・進化のからくり 千葉 聡著 講談社 ブルーバックス 
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次年度クラブアッセンブリー議事録 

とき 3 月 11 日（金）13：30 

ところ 名古屋マリオットアソシアホテル 

    17 階「楠」 

出席者 髙村、柳澤、栢森、岩佐、沼野、野崎、 

久留宮、神谷、早瀬、橋本(美)、松本、寺本、 

藤掛、三枝樹 14 名（敬称略） 

 

①髙村次年度会長挨拶 

次年度７月が始まるまでに癌治療を終えて会長職に臨み 

たい。皆様にご迷惑をおかけすることもあると思います 

がよろしくお願いします。 

 

②次期役員、理事、委員長紹介 

 

③次年度会長方針発表 

次年度事業実施予定（案）、実施予算（案）、委員会構成 

（案）説明 

 

その他 

①次年度プログラム委員長 橋本美穂さんより 

プログラム委員会の活動内容についての質問。 

 

髙村次年度会長 次年度の卓話は会員を中心とするが、

橋本さんのお薦めの外部講師も招聘してほしい。 

 

②髙村次年度会長 同好会には一人 3,000 円の補助金を 

付けるので全員加入して欲しい。 

「何でもやってみる同好会 バスツアーPR」 

何でもやってみる同好会 会長  橋本 美穂さん 

※詳しい内容は、『2 月 25 日臨時増刊号 5 号』に 

掲載されています。 
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月 日 今後の例会予定 

3 
18 

例会変更 

Partner‘s Night 18:00 

「アゼリア」 

25 休会 

4 

1 休会 

8 
港友例会 

17F「コスモス」 

15 

例会変更 

創立 56 周年記念例会 

16F「アゼリア」12：30 

22 
例会変更 

4/23・4/24 WFF 

29 休会 

5 

6 休会 

13 
港友例会 

17F「コスモス」 

20 
卓話 

17F「コスモス」 

27 
例会変更 

5/21・5/22 県外例会 


